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そこで本研究では，被験体にクモザル (Atetes geoffroyi) とニホンザル (Mαcαcα fuscαtα) を用い，これらの
霊長類における垂直木登りについて運動力学的に解析・比較を行うことによって，垂直木登りと直立二足歩行の進化
との関連性を探ることを目的とした。クモザルは，腕渡りや木登り等の躯幹非水平型行動を示す大型新世界ザルで，



























































重要なものを以下にまとめる。すなわちクモザルにおいては， (1)体幹部がより直立に近い， (2) 股関節と膝関節が
より伸展している， (3) 股関節の伸展筋，膝関節の伸展筋および足関節の底屈筋が強く働く， (4) 足関節に強い蹴
り出しを思わせる動きがみられる， (5) 前肢と後肢の機能分化が進んでおり，推進については後肢により多く依存し





あげた項目のうち (1) (2) (4) (5) (6) (8) はいずれも直立二足歩行獲得への潜在的な能力を示すものと考えられ
る。また (3) はクモザル型の垂直木登りによって， ヒトにおいて相対筋重量値の大きい股関節および膝関節伸展筋，
足関節底屈筋の発達が促され得ることを示す。これらのことからクモザル型の垂直木登りはニホンザル型の木登りに
比べ直立二足歩行の前適応に，より大きく関与した可能性が強いといえるであろう。
一方ニホンザルではクモザルほどには前肢と後肢の機能分化が進んでおらず，前肢も推進に比較的大きくかかわる。
また水平四足歩行に似た特徴を持ち，水平四足歩行よりさらに関節を屈曲させることから，ニホンザル型の垂直木登
りが関節伸展型の直立二足歩行の前適応をもたらした可能性は低いと考えられる。
文献との比較により，限られたデータにおいてではあるが，クモザルの垂直木登りと類人猿など他の躯幹非水平型
霊長類の垂直木登りが運動学的に類似することも明らかになった。我々の祖先においてクモザル・類人猿型の垂直木
登りを行った時期があり，それが直立二足歩行の進化に影響を与えた可能性が示唆される。
論文審査の結果の要旨
ホミニゼーション (Hominization，ヒト化)の最も顕著な特徴の一つである直立二足歩行に関して，その起源と
獲得過程について検証することは生物人類学の最大のテーマの一つである。
本論文では，直立二足歩行獲得の前適応をなしたものとして近年注目されている霊長類の身体垂直移動に着目し，
旧世界サルの一種であるニホンザルと新世界サルの一種であるクモザルという二種霊長類について運動行動の比較を
行なったものである。身体垂直移動解析においては， この目的のために開発された登力計を用いた運動時の力学的計
測値などの運動学的データ及び運動時の筋活動を記録した筋電図データを用いた詳細な検討が行なわれているのに加
え，新たに開発された身体垂直移動の力学的モデルによるコンピュータシミュレーションも駆使されており，実験技
術の堅実性と独創性とが共に示されている。これらを通じて得られたデータから， ヒトにおける直立二足性の獲得に
つながる運動行動の適応としては，新世界サルであるクモザル型の方が，より効果的な前適応をなしていることが実
証された。この貴重な成果は，博士(人間科学)学位論文として十分に価値あるものとして認められるものである。
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